
科目名 担当教員 単位 実務経験を生かした授業

生活とかがく 箕浦龍一

2
講師自身の小学校教諭としての経験を持ち、学校教育にファシリテーションの理念・技術を導入することを目的にした研修活動を続けてきま

した。絵本や対話、楽しいアクティビティを通して、子どもと同じ目線で世界をワクワクしながら眺める「眼」を一緒に養っていきましょう。

あそび入門 浦中こういち

2
保育士としての現場での経験、現在活動している、絵本作家、あそび作家の経験を活かし、「今」の保育現場、子どもたちの現状「あそび」に

ついての理解を深め、その中から子どもたちと共に楽しめるシアター、模倣遊びに繋がる教材等の製作を実際に行い、グループでの演習等

を行う。保育現場に実際に入った時のことを学び、実践をしていく中で、保育に活用できる言葉、技術等に関する知識を学ぶ。

日本国憲法 中村紘也

2

弁護士として多くの権利関係の紛争処理に関与した経験を踏まえ、憲法上の人権とは具体的にどのような権利かを実際の事例を交えて説

明、検討する。また、憲法の三原則である「国民主権」、「基本的人権の尊重」、「平和主義」を念頭に、自由権や社会権を中心に、判例等を

交えながら知識とバランス感覚を修得する。

あそび探究 浦中こういち

2

保育士としての現場での経験、現在活動している絵本作家・あそび作家の経験を活かし、「今」の保育現場、子どもたちの現状「あそび」に

ついて理解を深める。シアターなどを作り、保育現場ではどのように行っていくのか、導入についてなどを学び、保育所保育指針等を使用し

ながら実践し探究していく。

国語表現法 箕浦龍一

2

「国語」といっても、難しい漢字や文法の勉強ではありません。この授業では、保育士に必要な「聞く・話す・読む・書く」の実践練習をします。

子どもたちに絵本を読んであげたり、保護者の方とお話ししたり、お便りを書いたり…。色々な場面で「うまく伝えたい！」と思えるような自分を

磨きます。講師は小学校教諭としての経験を持ち、学校教育にファシリテーションの理念・技術を導入することを目的にした研修活動を続けて

きました。ペアやグループで楽しくおしゃべりしながら、自分の想いを言葉にする練習をたくさんしましょう！

キャリアデザインⅠ 田中浩之・北畠香世子
1

教育現場・保育現場での実務経験をいかし、キャリアデザインを形成し、自らの1年後、1年半後の目標の設定を行い、行動計画を立てること

を目的とする。

キャリアデザインⅡ 仲森みどり・小椋佐奈衣・河

村浩世
1

教育現場・保育現場での実務経験をいかし、社会へ踏み出す力を養う。就職活動に向けて行動する力をつけ、自己アピールができるようにす

る。

心理学 小椋佐奈衣

2

公認心理師としてスクールカウンセラーや児童福祉の分野で心理療法の他、乳幼児保育の経験の持つ教員が担当する。カウンセラーとセラ

ピスト、保育の実践者としての経験を活かし、理論と実践を織成す講義を行う。心理学は人の心と行動を研究する学問である。本授業では、

発達心理学を軸として、その諸理論と諸学説に基づき保育実践における子どもの心身の発達過程と特徴について概説する。また、子どもの

環境、身体・運動、情動や認知、社会性などの要因とその影響を学び、科学的な発達観・子ども観・保育観を育成する。それらの知見から保

育の事例を読み解き、ディスカッションやディベートを通して思考を深め、保育実践の構想力を獲得する。

教育原理 德増全矢

2

本科目は、小学校での実務経験を有する教員（德増）により、教育現場の実態をふまえながら理解を深める。

「教育とは何か」という問いについて、西洋と日本の教育の歴史や思想を学ぶことによって、自らの考えを醸成する。教育課程・教育方法や教

育制度などについて学び、教育のしくみに対する理解を深めるとともに、現代の教育が抱える課題についても考える。適宜、ディスカッション

やグループワークを取り入れ、学生同士で共有できるように工夫をする。

教育課程論 柴田智世

2

教育課程、全体的な計画、指導計画には、私たちが子どもをどのような存在として捉え、どのような保育を目指しているのかという根本的な

問いが描き出されるものである。それらを実現する方法はどのようなものかを考え、教育課程、全体的な計画、指導計画の意義と目的や具体

的な立て方について学ぶ。

本科目担当教員は幼稚園・幼保連携型認定こども園での実務経験を活かして、幼児期から学童期を視野に入れた理論的な学びと共に、具

体的な事例を取り上げ、保育における子どもの姿を想定した実践的な学びのできる授業を目指す。

保育原理 田中浩之

2

本講義では、現代の子どもを取り巻く社会的・家庭的環境の現状を概観しながら、保育に関わる制度・歴史・思想の基礎について学ぶ。少子

高齢化や家庭環境の多様化など、今日的課題を踏まえ、保育の社会的役割や意義について理解を深めることを目的とする。また、日本にお

ける保育制度の成立過程や発展の歴史、代表的な保育思想を通して、保育の本質とは何かを多角的に考察する。理論的理解にとどまらず、

保育実践との関連を意識しながら、基礎的知識を体系的に身につける。授業ではアクティブラーニングを取り入れ、受講者の主体的な参加

や発言を重視する。ディスカッションや事例検討を通して、保育観を深め、他者との対話を通じて学びを広げる双方向型の講義を展開する。

なお、担当教員は幼稚園および保育所での実務経験を有しており、現場で得られた具体的な事例や実践的知見を紹介しながら、理論と実

践を結びつけた授業を行う。

子ども家庭福祉 河村浩世

2

幼稚園教諭・保育士・社会福祉士としての現場経験を活かし、臨場感のある授業を行っていきたいと思います。

こども家庭福祉の意義、制度や実施体系、歴史的変遷について学修する。児童虐待やこどもの貧困問題等、今日のこども家庭福祉を取り巻

く現状を捉え、子育て家庭が直面する多様な生活課題と社会的ニーズについて理解する。またそれらに対応する関係機関の役割や連携など

支援方法を探る。こども家庭福祉の展望をふまえ、保育士の児童虐待を予防する役割と家庭支援について実践力を養う。授業の中では適

宜ディスカッション、ディベートを取り入れるので積極的に参加し、理解を深めること。

社会福祉 河村浩世

2

幼稚園教諭・保育士・社会福祉士としての現場経験を活かし、臨場感のある授業を行っていきたいと思います。現代社会における社会福祉

の意義と歴史的変遷について学修する。また、社会福祉におけるこども家庭支援の視点を理解する。社会福祉の制度や実施体系等について

学び、それらを活用した福祉サービスや、社会福祉援助の知識を身につけ、保育現場における相談援助の基本的な姿勢および技術を学ぶ。

授業の中では適宜ディスカッション、ディベートを取り入れるので積極的に参加し理解を深めること。

教職概論 田中浩之

2

本授業では、高等学校等での豊富な実務経験を有する教員の指導のもと、日本の教育制度の成り立ちとその変遷を、歴史的・法制的・社会

的視点から総合的に学ぶ。とくに、戦後教育改革や現代の教育課題を踏まえながら、今日の教育の意義と使命について多角的に考察する。

教育制度の理解にあたっては、我が国の法制度の基盤となる 日本国憲法 や、教育行政を担う 文部科学省 の役割にも触れ、日本の教育が

どのような理念のもとに形成・発展してきたのかを体系的に捉える。また、日本社会の歴史的背景や文化的特質にも目を向け、教育と社会と

の相互関係について理解を深める。授業はテキストおよび配布プリントを中心とした講義形式を基本とするが、テーマに応じて討議や発表、

事例検討を取り入れ、主体的・対話的な学びを重視する。理論の理解にとどまらず、教育・保育の現場で求められる基礎的態度（倫理観・責

任感・協働性）や実践的思考力の形成を目指す。本授業を通して、広い視野と確かな知識を備えた専門職としての自覚を養い、変化の激し

い現代社会において子どもと真摯に向き合うことのできる保育者・教員としての基盤を築くことを目的とする。

教育と社会 田中浩之

2

本授業では、日本における学校制度、とりわけ幼稚園を中心とした教育制度の成立と発展を社会的背景と関連づけて学ぶ。制度の歴史的

変遷や教育思想の流れを踏まえながら、現代社会における幼児教育の役割と意義を考察する。さらに、コンプライアンス、守秘義務、危機管

理、保護者対応など、学校経営に求められる基礎的事項を取り上げ、教育現場を取り巻く法制度や社会的責任について理解を深める。加え

て、少子化、子どもの貧困、特別支援、地域連携など、日本の教育をめぐる諸課題を多角的に捉え、その解決の方向性について主体的に考

察する力を養う。

児童館・放課後児童クラブの機

能と運営

堀本浩史

2

児童館職員として３１年勤務。様々な子どもや保護者、地域の方々との関わりを生かした講義を行う。０歳から18歳未満の子どもの支援につ

いての方法や実践例について学ぶことができる。児童館と放課後児童クラブについて社会での役割や機能について理解し、児童厚生員や

児童福祉にかかわる職員として基礎的・基本的な知識や技能を学び、習得できる。 遊びのプログラムについての実践例についてグループ

ワークを通じて企画できる。 地域の健全育成環境づくりについての実践例について学び、地域に求められる児童館・放課後児童クラブの役

割を見通すことができる。

教育方法と技術 田中浩之

2

本授業では、現代の日本の教育制度と学校教育の実態を踏まえながら、子どもたちの資質・能力を育成するために必要な教育方法および

指導技術について理論と実践の両面から学ぶ。アクティブ・ラーニング、協働学習、ICT活用、評価方法の工夫などを扱い、「わかる授業」を

構想・実践できる基礎的力量の形成を目指す。また、情報機器を活用した授業設計や教材作成を通して、教育の目的に即した教授技術を

主体的に活用できる力を養う。

幼児の造形表現Ⅰ 西脇義照 1
本科目は美術教育を専門に学んだ小・中学校教員として、さらに岐阜県教育センターでの指導（幼～高校）の実務経験を有する教員（西脇

義照）により、色と形に関わる基礎基本的な内容と、将来の保育者としての造形に関わる内容を鑑みて体系的に習得する。

保育内容総論 田中裕子 1
本授業では、幼稚園教諭または園長として長年の実務経験を有する教員が、保育活動の基盤となる「幼稚園教育要領」を中心に、幼稚園に

おける保育内容の基礎的理解と構造的把握を図る。特に、保育内容の中核を成す「領域」**の概念を整理し、保育を総合的にとらえる視点

および子ども理解に資する知識・技術の習得を目的とする。

幼児の造形表現Ⅱ 西脇義照
1

本科目は美術教育を専門に学んだ小学校教員として、さらに岐阜県教育センターでの指導（幼～高校）の実務経験を有する教員（西脇義

照）により、色と形に関わる基礎基本的な内容と、将来の保育者としての造形に関わる内容を鑑みて体系的に習得する。

健康指導法 北畠香世子

1

本科目は公立幼稚園において教諭、教頭、園長としての長年の実務経験を生かして、幼稚園教育要領等に示されている幼児教育の基本を

踏まえ、 保育内容「健康」領域のねらい及び内容を理解する。また、幼児期の健康な心身の発育・発達の基礎理論を基に、現代の幼児の心

身に現れている健康上の 諸問題の実態を把握し、その対策・指導・今後の課題などについて保育者の果たす役割を考えていく。さらに、健康

指導案・手作り教材を作成・プレゼンテーションし、模擬保育及び事後のグループワークを通して適切な指導方法を身に付ける。

保育指導法 寺西恵子 2

三重県内保育所での実務経験をふまえ、０歳から就学前の子どもたちや保護者と関わった経験を活かして実践や事例を交えた講義を主軸

においてすすめていく。また保育・教育現場で活用や応用ができるように教材やあそびをとりいれていく。保育教育現場には様々な仕事があ

り、その仕事の内容は、多岐にわたっている。事例を通して仕事内容や実践の中での疑問など保育について考える機会がグループワークの

中で提供できるようにする。実技においては簡単な手作り教材を作り、保育現場で実践に取り入れやすい遊びを行い披露する経験を楽しみ

ながら技術向上となるようにする。

環境指導法 田中裕子 1

幼稚園、保育所、認定こども園の教育・保育における領域「環境」を中心に、その意義、ねらい、内容、指導計画の考え方などを解説するとと

もに、学生同士ディスカッションを行い、具体的な教育・保育の指導計画や実践記録・考察の事例をあげる。また、保育のための指導技術に

おいては実際の保育に役立つ教材や内容を解説する。これらの内容は幼稚園教諭また園長としての長年の実務経験をもつ教員により、領

域「環境」を理論的、実践的に理解することを目指す。

教育相談 小椋佐奈衣 2

公認心理師と学校心理士の資格を持ち、大学学生相談室と小学校のスクールカウンセラー、教育委員会の機関で相談経験のある教員が

担当する。教育相談の実践者としての経験を活かし、理論と実践を織成す講義を行う。昨今、教育現場では、子どもの発達やいじめ・不登校

の問題に対して教師は適切な対処と解決が求められている。課題解決のために教育相談は、重要な役割の一つである。本授業では、保育・

教育実践においてカウンセリングマインドの必要性、カウンセリングの基本的姿勢と技術、関係者との連携など教育相談の基礎的知識と理

論と技術を学び、事例検討やグループワークやディスカッション等を通して子どもの課題解決の方法を習得する。

障がい児の支援 仲森みどり 2

保育園、児童相談所、母子生活支援施設での実務経験がある教員が、障がいのある子どもへの保育や支援の現場経験から、多様な視点か

ら子どもの成長や関係性について学び、考える場を提供する。グループワークやプレゼンテーションの機会を通して学び合う。 本授業では、

「障害児保育」「特別支援教育」の基本的な理論や現状を学び、特別な支援を必要とする子どもへの理解と支援、保護者支援、関係機関と

の連携等についての知識を修得する。また、「インクルーシブ保育・教育」の理念や歴史を理解し、保育の場で気づく子どもの発達上のつま

ずきや課題に対し、保育者としての視点から支援のあり方を考える。

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

※今年度開講される「実務経験のある教員等による授業科目」一覧です。

※各授業科目詳しい授業内容や開講時限等については、シラバス（大学ホームページからリンク）で確認してください。

*「実務経験のある教員等による授業科目」とは

　担当する授業科目に関連した実務経験を有している者が、その経験を授業に生かしつつ実践的教育を行っている授業科目を指します。



児童館・放課後児童クラブの活

動内容と指導法
堀本浩史 2

児童館職員として３１年勤務。様々な子どもや保護者、地域の方々との関わりを生かした講義を行う。児童館における子どもの健全育成につ

いて理解し、児童館の運営に必要な知識や技能を学ぶことができる。児童厚生員として必要な遊びの価値と子どもの育成支援にかかわる

内容についてグループワークにより、企画運営ができる。地域福祉の視点で子どもの環境づくりや安全指導にかかわることができる。 児童

館など児童福祉施設の防災活動について学ぶことができる。

基礎ゼミナールⅠ

仲森みどり・小椋佐奈衣・

北畠香世子・河村浩世・加

藤大門・于丹・渡辺ユリナ

1

教育現場や福祉現場等での実務経験のある教員が担当する本ゼミナールは、保育専門職を目指す大学生として、一方ではさまざまな授業

で学んだ知識・技能を応用的・実践的に活用するための基礎となる能力を身につけることを目指す。ゼミナールごとでグループワークを行

い、製作活動や、あそびの追究をしていく。他方で、ファイリングや対人コミュニケーション、そしてアカデミック・ライティングの基礎を学ぶ。これ

らの実践をとおして、自ら主体的に学び、自己研鑽する保育者となるための基礎となる力を身につける。

基礎ゼミナールⅡ

仲森みどり・小椋佐奈衣・

北畠香世子・河村浩世・加

藤大門・于丹・渡辺ユリナ

1

本ゼミナールでは、様々な授業での学びや体験を参考に、模擬保育およびより実践的な教材研究を各ゼミ又はグループでディスカッションを

しながら行う。これらの活動については、少人数での計画・準備、受講者全体を対象とした実践、そしてその振り返りによって行われる。これま

でに体得した知識・技能の応用的・実践的活用の機会、また自身の省察の機会としながら、同時に同僚性やチーム保育のための基盤となる

コミュニケーション力のさらなる育成を図る。また、これらの実践をとおして、自ら主体的に学び、自己研鑽する保育者となるための基礎となる

力をさらに身につける。

専門ゼミナールⅠ（障がい児プロ

グラム）
仲森みどり・加藤大門 1

保育園、児童相談所、母子生活支援施設での実務経験を持つ教員により、本ゼミナールは、保育者として必要とされる、障がいに関する専門

的知識及び支援技術のさらなる理解を図ることを目的とする。ゼミナールごとにテーマを設定し、保育・支援に対する課題設定、教材の開発、

支援計画立案とその実践、実践後の振り返りを繰り返すことにより、さらなる実践力を身に付ける。適宜、グループワーク等を行い学習の進度

を深める。

専門ゼミナールⅠ（乳幼児プログ

ラム）
田中裕子・北畠香世子 1

本ゼミナールは、幼児教育および保育の現場で求められる専門的知識と実践的技術の深化を目的とする。担当者が幼稚園園長として園運

営に携わってきた経験、ならびに三重県教育アドバイザーとして地域の教育支援に従事してきた知見を基盤とし、理論と実践を往還しながら

学修を進める。

各回のゼミナールではテーマを設定し、保育における課題の発見と設定、保育教材の開発、保育計画の立案と実践、実践後の振り返りと改

善を継続的に行う。これらのプロセスを繰り返すことで、学生が保育者として現場で活かせる実践力と専門的判断力を身に付けることを目指

す。また、園長経験に基づく組織運営の視点や、教育アドバイザーとしての地域連携の視点も取り入れ、保育者としての総合的な視野を育成

する。

専門ゼミナールⅠ（地域連携プ

ログラム）
田中浩之・河村浩世 1

保育職としての勤務経験のある教員が担当する本ゼミナールは、幼児教育、あるいは保育の場面で必要とされる専門的知識及び技術のさ

らなる理解を図ることを目的とする。ゼミナールごとにテーマを設定し、保育に際する課題設定、保育教材の開発、保育の計画立案とその実

践、実践後の振り返りを繰り返すことにより、さらなる実践力を身に付ける。グループワーク等による活動を多く取り入れて活動を行う。

専門ゼミナールⅡ（障がい児プロ

グラム）
仲森みどり・加藤大門 1

保育園、児童相談所、母子生活支援施設での実務経験を持つ教員が、専門ゼミナールⅠでの実践を継承しつつ、本ゼミナールではゼミ内

でのディスカッション、実践や学習成果に対する発表を通じて、保育専門職・障がい支援職のとしてのさらなる向上を図ることをねらいとする。

専門ゼミナールⅡ（乳幼児プログ

ラム）
田中裕子・北畠香世子 1

専門ゼミナールⅠでの実践を継承しつつ、本ゼミナールではゼミ内でのディスカッション、保育現場でのさらなる実践、実践や学習成果に対

する発表を通じて、保育専門職としてのさらなる向上を図ることをねらいとする。

専門ゼミナールⅡ（地域連携プ

ログラム）
田中浩之・河村浩世 1

教員として勤務経験の教員が担当する本ゼミナールは、専門ゼミナールⅠでの実践を継承しつつ、ゼミ内でのディスカッション、保育現場で

のさらなる実践、実践や学習成果に対する発表を通じて、保育専門職としてのさらなる向上を図ることをねらいとする。

保育・教職実践演習
平松喜代江・德増全矢・田

中浩之・北畠香世子
2

２年間の学び、あるいは学外実習で得られた専門的な知識及び技術について、学内でのディスカッション、あるいは保育現場での実践を通じ

て再確認するとともに、保育者として必要とされる使命感、社会性、責任感、子どもに対する理解などを深めることを目的とする。また、外部講

師からの講話や各現場でのフィールドワーク、実践を通じて理解を深め、受講生の幼児教育者あるいは保育者としての指導力向上に資する

ことをねらいとする。

教育心理学 小椋佐奈衣 2

公認心理師と学校心理士の資格を持ち、小学校のスクールアシスタント及びスクールカウンセラー、教育委員会など教育機関の相談員とし

て支援の経験のある教員が担当する。教育現場の実践者としての経験を生かし、理論と実践を織成す講義を行う。本授業は、教育心理学と

発達心理学の知見を軸として、子どもの心身の発達の過程と特徴、及び「学び」に関する諸学説について概説する。また、子どもの学習・記

憶・認知・行動・社会性などの発達や学びのプロセスを理解するため、認知科学や学習科学、行動主義の理論を学ぶ。それらの知見を子ども

の発達段階に応じた保育・教育の実践に役立てるために、PBL（課題解決型学習）を目的として考究する。

幼児の言葉 田中浩之 1

本授業では、乳児期から就学前までの言葉の発達過程を理論的・実証的視点から学び、子どもの言葉の育ちを支える保育のあり方につい

て探究する。喃語から語彙の拡大、文の形成、対話的コミュニケーションの発達までの道筋を理解するとともに、言葉が認知・情緒・社会性の

発達とどのように関連しているかをグループワークを通して考える。さらに、保育所保育指針および幼稚園教育要領における領域「言葉」の

内容とねらいを踏まえ、また、「絵本専門士」として児童文化財（絵本・紙芝居・わらべうた等）の活用について、言葉の育ちを促す具体的な

保育実践を構想する力を学生に養う。

幼児の環境 德増全矢 1

本科目は、小学校での実務経験を有し、ネイチャーゲーム指導員としての実践経験を有する教員（德増）により、保育現場の実態に即して理

解を深める。季節による自然の変化や身近な動植物について、観察や体験活動をグループワーク形式で行う。子どもが興味や関心をもつよ

うな自然環境・社会環境について学習する。ネイチャーゲームを代表とする自然体験学習や社会的な体験活動について理解し、遊びの計画

を立案する。直接体験が難しいものについては、ICTを活用して間接的な理解が深まるようにする。

障がい児保育 仲森みどり 1

保育園、児童相談所、母子生活支援施設での実務経験を持つ教員が、障がいのある子どもへの保育や支援の現場経験から、障がい児保

育の歴史的変遷や社会的背景を学び、障がい児保育の現状について正しい理解をする。特にインクルーシブ保育の概念や合理的配慮を理

解し、今後求められる障がい児保育に関する実践的能力を熟成する。同時に障がい児や保護者との信頼関係を築き、保育園内外において

障がい児保育を実践する能力を身に付ける。授業については「障がいとは何か」などの基本的な知識を得ることから始め、障がい児保育に

ついての基本姿勢や心構え及び対応等について保育との関連性を図りながら学び取るとともに「障がい児保育観」の確立を目指して授業

を進める。いくつかの障がい児保育の事例に触れ、共に考え、より実践的に学ぶようにする。適宜、グループワークやプレゼンテーション授業

を用いて学習の進度を深める。

子どもの理解と発達 小椋佐奈衣 1

保育士資格と幼稚園教諭１種免許を持ち、乳幼児保育の経験を持つ教員が担当する。保育・幼児教育の実践者としての経験を活かし、理

論と実践を織成す講義を行う。子どもの理解について、具体的な子どもの姿や保護者との関わり方の実践事例を通して、子ども理解の意義

と重要性を学び、保育・教育実践と結びつけて考察する。また、子どもの発達過程で生じる行為の意味と、その要因を把握するための観察や

記録の方法と、家庭との連携を含めて考える力を身につける。事例検討やグループワークやディスカッション等を通して、討議形式で理解を

深めていく。

子ども家庭支援の心理学 小椋佐奈衣 2

公認心理師として児童相談所や児童心理治療施設の児童福祉の分野で支援の経験を持つ教員が担当する。親子の支援の実践者としての

経験を活かし、理論と実践を織成す講義を行う。本授業では、発達心理学の知見を実践的に踏まえて習得する。近年、子育て家庭と地域社

会は多様性と変化が伴っていることから、生涯発達に関する心理学の基礎的な知識・初期経験の重要性・発達課題等、家族・家庭の意義や

機能、子育て家庭をめぐる現代の社会的状況とその課題について考究する。さらに、発達的観点から子育て家庭の支援と地域社会のあり方

をグループワークおよびディスカッションを通して探求し、子どもと家庭を包括的に捉える視点を習得する。

子どもの健康と安全 松井雅子 1

病院、公立保育所での実務経験を有する教員が、子ども及び自身の健康および安全にかかわる知識技術について保育現場の実態も交え、

授業を展開する。演習を通して日常的な健康支援のための技術や、子どものけが・体調不良時の対応方法、感染症の予防・発生時の対応、

救急処置等を身に付ける。その他安全管理の実施体制や災害の備え、地域や家庭との連携等の知識を学び、理解を深め実践する。演習は

役割分担してのグループワークや実習等を行う。

乳児保育Ⅰ 寺西恵子 2

三重県内保育所での実務経験をふまえ、保育現場の実態に即して、乳児保育の重要性や乳児期における心身の発達、さらに保育内容と記

録の取り方など、乳児の保育について理解を深め、実習において、さらにフィールドワークできる科目である。乳児保育の歴史的変遷及び現

代社会における現状や乳児保育の重要性を学ぶ。そして乳児期は、人間の人格形成を培う大切な時期であることがわかり、乳児の発達や

特性について知識を習得し、その時期の子どもの生活や遊びの内容に興味や関心をもって基礎理論を学ぶ。また連携や協働の在り方につ

いても学ぶ

障がい児の理解 仲森みどり 2

保育園、児童相談所、母子生活支援施設での実務経験を持つ教員が、障がいのある子どもへの保育や支援の現場経験から、障がいのある

子ども・特別な支援を必要とする子どもとかかわる中で大切にしたいこと、また、保護者の思いについて考える。障がいのある子ども・特別な

支援を必要とする子どもの特性について学び、子どもへの理解を深め、保育者として、その家族を含めた支援のあり方を知る。障がいのある

子どもや特別な支援を必要とする子どもの事例、家庭に関する事例を紹介し、そこから生起する問題についての対応や支援の方法を考え

る。理論と事例を結び付けて考えることにより、実践で様々な課題と向き合える力を培う。適宜、グループワークやプレゼンテーション授業を用

いて学習の進度を深める。

乳幼児の理解 北畠香世子 2

本科目は公立幼稚園において教諭、教頭、園長として、子どもたちや保護者と関わった経験及び未就園児教室等での０歳からの未就園の

子どもたちとその保護者と関わった経験を生かして、実践事例をまじえた講義を主軸に置きながら、保育・教育現場で活用できる教材や遊

びを紹介する。人格形成の基礎を培う重要な乳幼児期に携わる保育者は、子どもを深く理解するように努め、適切な援助を行うことが求めら

れる。本講義において乳幼児期の子どもの発達特性、環境、生活や遊び、子育て支援等について理解するとともに、適宜DVD視聴や模擬保

育・模擬体験・グループワークを通して保育・教育において子どもの内面を理解することの重要性について理解を深める。

子どもの食と栄養 川端美鶴 2

健康な生活を送る上での食生活の意義や栄養に関する基本的知識を学ぶ。家庭や児童福祉施設での子どもの食生活の現状と問題点を

解説し、望ましい食生活のための食育の意義・目的・基本的な考え方を学ぶ。さらに調理を通した食育について、総合病院の勤務経験を持

つ管理栄養士(教科担当)が、調理指導を行い、実生活に則した調理法を習得する。また、特別な配慮を要する子どもの食と栄養について、

関連するガイドラインやデータを踏まえて解説を行う。

子ども家庭支援論 河村浩世 2

幼稚園教諭・保育士・社会福祉士としての現場経験を有する経験を活かし、臨場感のある授業を行っていきます。保育士の専門性を活かし

た、子育て家庭に対する支援の意義、目的、具体的な支援体制や社会資源とその活用について理解する。また今日の子育て家庭の現状や

地域のニーズを知り、関係機関との連携を含めた多様な支援の展開と今後の課題について理解する。授業の中では適宜ディスカッション、

ディベートを取り入れるので積極的に参加し、理解を深めること。

乳児保育Ⅱ 寺西恵子 1

三重県内保育所での実務経験を有する教員が、保育現場の実態に即して、乳児保育の重要性や乳児期における心身の発達、さらに保育内

容と記録のとり方など、乳児の保育について理解を深め実践力を身につける科目である。

一人一人の子どもの主体性や育ちを大切にし、保育の内容や環境を具体的に学び、個別の指導計画や記録のとり方・保育者間の連携、保

護者・子育て支援のあり方など事例を交えて、保育者としての実践的能力と資質が身につくようにする。

地域ボランティア実践Ⅰ
德増全矢・浦中こういち・河

村浩世・于丹
1

小学校教員、保育者、児童養護施設職員、子育て支援担当の経験を活かし、学生の地域ボランティア活動を教員がコーディネートしていく授

業となる。現代社会において、ボランティア活動の重要性が増大してきている。私たちの社会が少子高齢社会となり、特に地域に密着したボ

ランティア活動の意義はいっそう重要なものとなってきている。大学が所在する近隣地域でのボランティア活動の実践やフィールドワーク を通

して、地域の状況を知るともに、地域社会に生活する様々な人との交流を通じて、学生自身のさらなるコミュニケーション能力の伸長を図る。

幼稚園教育実習事前事後指導 田中裕子・北畠香世子 1

本科目は幼稚園教諭また園長としての長年の実務経験をもつ教員により指導する。教育実習の意義と幼稚園や子どもへの理解を深め、大

学で得た理論や技術を教育実習の場で活用するために必要となる事柄について学修する。また、実習に際して必要となる準備やマナー、記

録の取り方や、子どもや教職員とのコミュニケーションについて理解し、幼稚園教諭としての資質を身につける。実習後には、経験を記録等か

ら振り返り、気づきや学びを記録に残したり共有したりすることで、次の実習に向けた自己の課題を明らかにする。



保育実習指導Ⅰ
田中浩之・于丹・仲森みど

り・河村浩世
2

〈保育所〉

保育園での実務経験を持つ教員が、保育所での保育実習前には、実習に向けた自己課題を明確にし、保育所の特性や保育士の仕事、保

育所実習の目的や内容、実習の流れについて理解するとともに、記録や提出書類の書き方を授業の中で学ぶ。実習後には、実習を経験した

ことを振り返り、実践の中での気づきや学びを記録に残すことによって、保育所の特性や保育士の仕事、子どもについての理解を深める。

〈施設〉

保育園、児童相談所、母子生活支援施設、児童養護施設での実務経験を持つ教員が、施設での実習前には、実習に向けた自己の課題を

明確にし、施設の特性や施設保育士の仕事、施設実習の目的や内容、実習の流れについて理解するとともに、記録や提出書類の書き方の

実際を学ぶ。また、実習施設における子どもの人権と最善の利益、プライバシーの保護と守秘義務についても学ぶ。実習後には、実習を経験

したことを振り返り、実践の中での気付きや学びを記録に残すことによって、施設の特性や施設保育士の仕事、子どもや児童についての理解

を深める。

幼稚園教育実習Ⅰ 田中裕子・北畠香世子 1
本科目は幼稚園教諭また園長としての長年の実務経験をもつ教員により指導する。大学での幼児教育に対する理論や技術を基盤として、１

年後期に、学生の居住地周辺の幼稚園において、子どもの活動、遊びの姿、幼稚園教諭の役割を観察、あるいは保育活動に参加し記録を

取りながら、「保育の展開と方法」、「保育の環境構成と整備」、「保育者の役割」について学修する。

地域ボランティア演習Ⅰ 河村浩世・加藤大門 1

本科目は、保育インターン実習Ⅰと本科目のどちらかを選択する形で履修する科目である。社会福祉系の職務に就いたことのある教員が、

学生の地域ボランティア活動をコーディネートする。フィールドワークを基本とするため、内容に関してはその日によって変化する。大学が所在

する近隣地域でのボランティア活動の実践が主なものとなる。地域の状況を知るとともに、地域社会に生活する様々な人との交流を通じて、

学生自身のコミュニケーション能力の醸成と伸長を図る。内容の詳細については、喫緊になって変更する可能性があるため、この場での明記

は避ける。

保育インターン実習Ⅰ
德増全矢・北畠香世子・于

丹
1

保育現場での実務経験を持つ教員が、保育所における実践活動の基本を指導する。保育所の特性や保育士の仕事、インターン実習の目的

や内容、実習の流れについて理解するとともに、実際の子どもたちや先生方との関わり方を検討していく。毎回の報告書をもとに、自らの学び

と成長を記録しながら、保育者として必要な資質を身につける。前半は実践活動に向けた心構えや態度を身に付け、後半は実際に保育所等

で経験を積んでいく。

保育実習Ⅰ
田中浩之・于丹・仲森みど

り・河村浩世
4

【保育実習Ⅰ(保育所)】

講義、演習などで学習した理論や技術をもとに、保育所において乳幼児や職員と直接触れ合う体験を通して、保育の基本的な有り様の理解

を目標とする。保育実習Ⅰでは、主に「乳幼児の理解と関わり」「保育所の特性」「保育の計画と準備」について、観察実習、参加実習、部分

実習において学習する。なお、実習における学習効果を高めるために、実習施設の指導担当教員による日々の実習指導に加えて、担当教員

が巡回指導を行う。

【保育実習Ⅰ(施設)】

保育所以外の児童福祉施設等における養護や、自立支援の実際について現場での実習を通して体験的に学ぶ。施設の目的・機能を理解

し、適切な援助方法を学ぶ。様々な背景やニーズをもつ子どもの実態について理解し、対応について学ぶ。子どもの言葉や行動を観察し、観

察内容を適切に考察し、実習記録の書き方を学ぶ。以上の事柄を通して、施設保育士の倫理・職務等についても理解を深め、それに関わる

資質・能力・技術を習得し、必要とされる能力を養う。

幼稚園教育実習Ⅱ 田中裕子・北畠香世子 3

本科目は幼稚園教諭また園長としての長年の実務経験をもつ教員により指導する。

幼稚園教育実習Ⅰでの学習を基盤として、２年前期に、学生の居住地周辺の幼稚園において、子どもの動きや遊びへの関わり、幼稚園教諭

の役割をさらに理解するため、観察実習、参加実習、部分実習、責任実習等の方法で学習する。実習における学習効果を高めるために、実

習施設の指導担当教員による日々の実習指導に加えて、担当教員が巡回指導を行う。

保育実習指導Ⅱ 田中浩之・于丹 1

教育者・保育者として実務経験のある教員が、実習に向けて啓蒙を図る授業である。保育実習Ⅱに向け、新たな自己課題を立て、保育実習

Ⅰを通して学んだことを理論的に意識化していく。実習前には、保育実習Ⅰを振り返って、乳幼児の生活や遊びの姿、保育士の仕事や乳幼

児に対する関わりなど保育実践の実際について整理する。記録や提出書類の書き方や教材研究の実際に加え、指導計画の立案準備をす

る。実習後には、実習を経験したことを振り返り、実践の中での気付きや学びを記録に残すことによって、保育所の特性や保育士の仕事、子

どもについての理解を深める。

保育実習Ⅱ 田中浩之・于丹 2
保育実習Ⅰをもとに、その内容を深めながら、「保育の展開と方法」「保育の環境構成と整備」「保育士の職務と役割」について、観察実習、

参加実習、部分実習、責任実習等の方法で学習する。なお、実習における学習効果を高めるために、実習施設の指導担当教員による日々の

実習指導に加えて、担当教員が巡回指導を行う。

子育て支援演習
田中裕子・北畠香世子・于

丹
1

子育て広場指導員、幼稚園園長の実務経験をもつ教員が、実際の保育現場で行われている子育て支援の実践事例を教材として使用し、子

育て支援に求められている社会的役割やそこに従事している保育者の役割について理解する。この授業では、実際に本学子育て支援ルーム

の子どもたちや保護者と関わったり、指導計画立案、実践、振り返りをし、子育て支援員としての基本的技術のあり方や保育者が行う子育て

支援について学んでいく。


